
　　　　酸化第二水銀の分飾炭賦験成績鞭告書

∠　試験r’期間　　昭和4・9年．【月ノ0日～6月ノ桝目

ユ　化学物質名　　酸化第二水銀

」　試験方法及　　環境庁、厚生省、通齎實業省告示（案〉による

　　び条件

　ユ／　試験装置

　　　　酸葉消費量自動測定機

　書・z　酸素消費量劃定

　　　　3／の記録による

　33　生分解試験後の直躾定盤法

　　　　＆）使用分析機器

　　　　　　ガスクロマトグラフ　検出器　ECD

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以下余白、次葉に続く）



b》分析試料の前処理
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o）　ガスクロマトダラフ分析条件
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梶　試験結果　　（参：考）

　帆ノ　酸素吸収量

　　　　厳粛吸収量については、本来生分解反応とは異質であるた

　　　　め参考として図／を添付する。

　名・z　面接定量

　　　　無機水銀からメチル水銀が生成されることが確認された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（図3参照）
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一晶
改　参考

　　メチル水銀についての賭確認

　3ノ　グルタチオン処理による；有機：水銀ピークの確認罵C】）にあ

　　　　らわれるピークの消滅と標準有機水銀ピークとの保持時間

　　　　の一致によ9問題としているピークは堪化メチル水銀ピー

　　　　クであると確隠されたo



　　　　　　　　　　　　　　りよ．2　標準塩イヒメチル水銀の11じ£洗浄

　　　仔cρノ園沈静で約∫チ滅少一

　　　　　　　　　ハま3　無機水銀の〃ごピ洗津によるピークの減少

　　　離，ピ洗瀞の効果は2回洗浄でほyg7多の無機水銀が除去さ

　　　れず、この結果より2回洗浄で充分である。．

よμ　有機水銀希薄溶液貯蔵試験

　　　一連の操作尊の誤差を考えれば、‘日蘭放置後でも分解・揮

　　　散・器豊への吸鷺等による濃度の変化は、認められない。

　　　測定は検波調製3日以内

33　汚泥中の総水銀

　　　仕込量の1！0倍量で分解したが、原子吸光の実測では弱倍量

　　　である。この結果、水銀は確認されなかった。

よ‘　基礎培養基中の有機水銀

　　　碁腱培養基中に有機水銀は混在しない0

57　強襲ベンゼン中の有機水銀

　　　残農ベンゼン中に有機水銀は混在しない。

よ8　供試試料中の有機水銀

　　　試料萱ノgでは、有機水銀の混在を確認したが、

　　　は確認されなかった。
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